
    大災害における文化財の 
     救出・保全を考える緊急集会 
 文部科学省の地震調査研究推進本部が公表している「地震ハザードステーション」(J-SHIS)によれば、「海溝型

地震発生領域」の分類で、神奈川県・東京都・埼玉県・千葉県・茨城県南部を範囲とする南関東の地震（相模トラ

フ沿いの地震）について、今後 30 年間に発生する確率は 71.65％で、50 年では 87.76％とあり、マグニチュードは

6.7～7.2 程度とされています。まさに心配されている東海地震に次ぐ危険性のある予測といえます。 
 私たちは、もはや起こってから動き出すのではなく、起こる前から備えておく必要があるといえましょう。 
 そうしたことから、今回の東日本大震災における救出・保全活動に学び、今後に備えるための緊急集会を企画し

ました。多くの方々のご参加と協力を期待するところであります。 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主催：神奈川歴史資料保全ネットワーク準備会 

共催：神奈川大学日本常民文化研究所・神奈川地域史研究会・地域史料保全有志の会 

後援：神奈川新聞社 
 

 

日時：７月３０日（土）１時３０分～５時 

場所：みなとみらいエクステンションセンターKU ポートスクエア 

                     (神奈川大学サテライト)  下図参照 

○報告１「宮城県気仙沼市における文化財の被災状況と救出活動」 

   田上 繁氏 （神奈川大学経済学部教授・神奈川大学日本常民文化研究所所員） 

   窪田涼子氏 （神奈川大学日本常民文化研究所職員） 

○報告２「長野県北部震災被災地での文化財保全活動について」 

   白水 智氏（中央学院大学准教授・神奈川大学日本常民文化研究所客員研究員） 

   石野律子氏（神奈川大学非常勤講師・神奈川大学日本常民文化研究所客員研究員) 

○意見交換：神奈川における歴史資料保全ネットワークの立ち上げについて 

資料代 500 円 

 

問い合わせ先:○神奈川地域史研究会事務局 

       関東学院大学経済学部 
       田中研究室 
       電話番号 045-786-7833(直通) 
       ○神奈川大学日本常民文化研究所 
       電話番号 045-481-5661 
                (内線 4358) 


